
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

▲2024人勧期での取り組みなど、多くの課題に向けた方針を確認した

関本書記長
（LADGW労組）

石橋中央委員
（国保労組）

高橋中央委員
（八幡市職労）

執行委員
橋本美咲さん
（京田辺市職）

執行委員
土田信広さん
（福知山市職労）

執行委員
鈴木琢夫さん
（京丹後市職）

第
２７
回
参
議
院
全
国
比
例
区
選
挙

参
議
院
議
員（
自
治
労
組
織
内
議
員
）

岸
ま
き
こ

岸
ま
き
こ▲答弁する

増永書記長

府本部労働安全衛生学習会

　

６
月
１
日
、
Ｌ
Ａ
Ｄ
Ｇ
Ｗ

労
働
組
合
の
結
成
大
会
が
府

本
部
会
議
室
で
開
か
れ
、
府

本
部
の
新
し
い
仲
間
に
加
わ

っ
た
。

　

同
組
合
は
、
京
都
や
関
西

　

冒
頭
、
岡
本
委
員
長
は
主

催
者
を
代
表
し
て
あ
い
さ
つ

を
述
べ
た
。「
新
型
コ
ロ
ナ

が
５
類
移
行
し
京
都
も
徐
々

に
活
気
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ

る
。
各
種
取
り
組
み
や
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
に
多
く
の
協
力
を

い
た
だ
き
、
成
果
を
あ
げ
る

こ
と
が
で
き
た
。
共
済
の
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
京
都
が
全

国
で
３
位
、
単
組
で
は
八
幡

市
職
労
が
２
位
と
な
り
感
謝

申
し
上
げ
る
。
一
方
、
地
方

自
治
法
改
正
法
案
に
つ
い

て
、
地
方
の
意
見
を
尊
重
す

べ
き
で
あ
り
、
政
治
の
指
示

権
拡
大
に
反
対
す
る
立
場
で

を
中
心
に
「
家
族
葬
の
ら
く

お
う
」「
ら
く
お
う
セ
レ
モ

ニ
ー
」
な
ど
の
葬
祭
場
を
運

営
す
る
ラ
イ
フ
ア
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
グ
ル
ー
プ
西
日
本
株
式

会
社
で
働
く
従
業
員
で
結
成

さ
れ
た
。

　

執
行
委
員
長
に
選
出
さ
れ

た
西
野
康
博
さ
ん
は
「
従
業

員
が
安
心
し
て
働
け
る
労
働

条
件
の
改
善
や
現
場
か
ら
の

意
見
反
映
に
よ
る
働
き
や
す

い
職
場
を
め
ざ
し
た
い
。
連

合
京
都
や
府
本
部
の
み
な
さ

ん
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
お
願

い
し
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ

た
。

▼
国
保
労
組
・
石
橋
中
央
委

員
…
国
保
連
合
会
で
は
国
保

総
合
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て

い
る
が
、
２
０
２
３
年
度
に

ク
ラ
ウ
ド
環
境
に
移
行
し
た

こ
と
で
運
用
費
用
が
高
額
に

な
っ
た
。
厚
労
省
等
の
指
導

に
よ
り
自
治
体
シ
ス
テ
ム
の

機
能
見
直
し
や
費
用
削
減
が

あ
る
。
地
方
分
権
一
括
法
の

精
神
を
守
る
た
め
非
常
事
態

時
の
国
の
指
示
権
を
制
限
す

図
ら
れ
る
が
住
民
サ
ー
ビ
ス

へ
の
懸
念
が
残
る
。
自
治
体

と
の
意
見
交
換
の
場
を
お
願

い
し
た
い
。

▼
八
幡
市
職
労
・
高
橋
中
央

委
員
…
①
労
働
契
約
法
１８
条

を
活
用
し
た
「
有
期
契
約
５

年
超
の
労
働
者
の
無
期
契
約

へ
の
転
換
」
に
関
し
、
公
務

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

さ
ら
に
、
政
治
活
動
や
給
与

制
度
の
整
備
な
ど
多
く
の
課

題
が
あ
る
。
特
に
ア
ッ
プ
デ

ー
ト
に
つ
い
て
は
中
高
年
層

を
含
め
た
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

ア
ッ
プ
を
図
る
見
直
し
が
必

要
。
本
部
、
府
本
部
、
公
務

員
連
絡
会
と
連
携
し
要
請
行

動
に
取
り
組
む
方
針
だ
。
課

題
は
山
積
し
て
い
る
が
、
国

会
に
私
た
ち
の
声
を
届
け
て

も
ら
う
た
め
に
も
、
来
夏
の

参
議
院
選
挙
で
は
岸
ま
き
こ

さ
ん
の
再
選
に
向
け
積
極
的

員
は
適
用
外
と
な
っ
て
い
る

が
、
５
年
以
上
働
い
た
会
計

年
度
任
用
職
員
が
無
期
転
換

で
き
る
よ
う
、
自
治
労
全
体

で
取
り
組
み
を
。
②
府
本
部

の
魅
力
的
な
事
業
へ
の
参
加

を
一
般
組
合
員
に
ど
の
よ
う

に
周
知
す
る
か
考
え
る
必
要

が
あ
る
。
③
地
方
公
務
員
と

し
て
地
域
に
密
着
し
て
働
く

中
、
政
治
と
カ
ネ
の
問
題
に

ま
み
れ
た
国
会
議
員
が
決
め

た
ル
ー
ル
に
矛
盾
を
感
じ

る
。
公
務
員
こ
そ
怒
る
べ
き

な
の
で
自
治
労
と
し
て
強
く

発
信
し
て
ほ
し
い
。

な
応
援
を
お
願
い
し
た
い
」。

　

続
い
て
、６
月
１
日
に
結
成

し
た
Ｌ
Ａ
Ｄ
Ｇ
Ｗ
労
働
組
合

の
関
本
書
記
長
か
ら
「
家
族

葬
の
ら
く
お
う
の
Ｃ
Ｍ
イ
メ

ー
ジ
と
違
い
、働
く
者
に
と
っ

て
は
課
題
が
多
い
。
労
働
環

境
を
改
善
し
働
き
や
す
い
職

場
を
め
ざ
す
。み
な
さ
ま
の
ご

指
導
ご
鞭
撻
を
お
願
い
し
た

▼
答
弁
・
増
永
書
記
長
…

【
国
保
】
５
月
の
本
部
中
央

委
員
会
で
西
山
国
保
協
議
長

が
発
言
し
、
利
用
者
に
不
利

に
な
ら
な
い
よ
う
十
分
な
取

り
組
み
が
必
要
と
認
識
し
て

い
る
。
今
後
、
各
自
治
体
の

国
保
担
当
者
会
議
を
開
催

し
、
府
本
部
と
連
携
し
て
進

め
た
い
。

【
八
幡
】
無
期
転
換
に
つ
い

て
、
現
時
点
で
公
務
員
は
適

用
外
だ
が
、
地
道
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。
府
本
部
事

い
」と
あ
い
さ
つ
を
受
け
た
。

　

議
事
に
入
り
、
経
過
報
告

と
一
般
会
計
・
特
別
会
計
、

監
査
報
告
が
承
認
さ
れ
た
。

　

次
に
、
第
１
号
議
案
・
当

面
の
闘
争
方
針
案
が
提
起
さ

れ
た
。
中
央
委
員
か
ら
の
発

言
に
対
す
る
執
行
部
の
答
弁

業
に
つ
い
て
、
今
後
Ｓ
Ｎ
Ｓ

発
信
な
ど
も
開
始
し
、
組
合

員
へ
の
情
報
周
知
も
強
化
し

た
い
。
政
治
の
問
題
は
、
自

民
党
政
権
の
お
ご
り
が
見
ら

れ
る
。政
権
交
代
を
め
ざ
し
、

弱
い
立
場
の
声
を
国
会
に
届

け
る
た
め
府
本
部
と
し
て
連

合
京
都
と
連
携
し
て
組
織
内

や
推
薦
す
る
国
会
議
員
に
訴

え
て
い
き
た
い
。

を
受
け
て
採
決
に
移
り
、
第

１
号
議
案
は
可
決
・
承
認
さ

れ
た
。
第
２
号
議
案
で
は
、

執
行
委
員
が
新
た
に
選
出
さ

れ
た
【
写
真
】。

　

闘
争
宣
言
案
を
採
択
し
、

最
後
に
梶
村
副
委
員
長
の
団

結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
閉
会
し
た
。

　

今
年
の
梅
雨
は

例
年
よ
り
遅
い
入

り
と
な
っ
た
。
５

月
後
半
に
は
夏
日

を
記
録
す
る
な
ど

「
梅
雨
が
な
く
な
っ
た
の

か
？
」
と
言
っ
た
声
が
聞
こ

え
た
。
そ
の
よ
う
な
心
配
は

ど
こ
吹
く
風
と
ば
か
り
に
自

然
の
営
み
は
蓮
や
紫
陽
花
の

ニ
ュ
ー
ス
を
届
け
て
く
れ

る
。
四
季
の
移
ろ
い
は
確
実

に
進
ん
で
い
る
と
安
堵
す
る

▼
一
方
、
気
温
の
寒
暖
差
は

容
赦
な
く
私
た
ち
に
襲
い
掛

か
っ
て
く
る
。
熱
中
症
や
気

象
病
で
体
調
を
崩
す
人
も
多

い
。
特
に
熱
中
症
は
、
気
象

庁
が
今
年
４
月
か
ら
「
熱
中

症
特
別
警
戒
ア
ラ
ー
ト
」
を

発
表
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

夏
季
は
言
う
に
及
ば
ず
、
一

年
を
通
じ
て
病
院
搬
送
さ
れ

る
方
は
多
い
。
冬
だ
か
ら
と

油
断
は
大
敵
。
情
報
を
元
に

健
康
管
理
に
ご
留
意
を
▼
７

月
１
日
～
７
日
ま
で
「
全
国

安
全
週
間
」が
実
施
さ
れ
る
。

同
時
期
に
行
わ
れ
る
「
夏
の

交
通
事
故
防
止
府
民
運
動
」

「
京
都
ゼ
ロ
災
３
か
月
運
動
」

と
合
わ
せ
て
安
全
意
識
の
高

揚
と
安
全
活
動
の
定
着
を
進

め
て
ほ
し
い
▼
府
本
部
も
７

月
を
「
安
全
衛
生
月
間
」
と

定
め
て
２７
日
（
土
）
に
「
体

に
や
さ
し
く
強
く
す
る
料
理

教
室
」
を
開
催
す
る
。
調
理

実
習
を
通
じ
て
心
身
と
も
に

強
い
体
づ
く
り
を
学
び
暑
い

夏
を
乗
り
切
り
た
い
。�（
英
）

　
府
本
部
は
６
月
１４
日
、第
１
８
１
回
中
央
委
員
会

を
ラ
ボ
ー
ル
京
都
で
開
催
。２
０
２
４
人
勧
期
闘
争

や
給
与
制
度
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
に
向
け
た
取
り
組

み
な
ど
当
面
す
る
闘
争
方
針
と
府
本
部
役
員
補
充

の
２
つ
の
議
案
お
よ
び
中
間
決
算
を
含
む
経
過
報

告
を
確
認
し
た
。
出
席
中
央
委
員
数
は
２０
単
組
か

ら
３９
人
で
、
女
性
参
画
率
は
３０
・
７７
％
と
な
っ
た
。

7月27日（土）10：00～13：30（実食付き）
京エコロジーセンター3階（京阪藤森駅徒歩5分）
テーマ：�エコで体にやさしく強くする料理教室�

講師・河村典子さん�
         （管理栄養士・自治労山口県本部副委員長）

持ち物：エプロン、三角巾、ハンドタオルなど

執
行
委
員
に

執
行
委
員
に

選
出
さ
れ
た
３
人

選
出
さ
れ
た
３
人

府本部
第1 8 1回
中央委員会

全
世
代
で
の
賃
上
げ
を

人
事
院
勧
告
期
に
向
け
方
針

会
場
発
言

答
弁

LADGW労働組合が結成

府本部に新しい仲間府本部に新しい仲間
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▲アルテイシアさん

▲廣澤さんと宿利さん

▲優勝した京交チーム

▲京交労組VS福知山市職労の決勝戦

　

６
月
１５
日
、
八
幡
市
民
ス

ポ
ー
ツ
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

行
わ
れ
た
第
４４
回
府
本
部
ス

ポ
ー
ツ
大
会
軟
式
野
球
の
部

　

府
本
部
は
６
月
９
日
、
キ

ャ
ン
パ
ス
プ
ラ
ザ
京
都
で

「
男
女
が
と
も
に
担
う
府
本

の
決
勝
戦
。
２
年
ぶ
り
の
優

勝
を
め
ざ
す
福
知
山
市
職
労

と
２
年
連
続
の
決
勝
進
出
で

初
優
勝
を
め
ざ
す
京
交
労
組

部
学
習
会
」
を
開
催
、
１１
単

組
２２
人
が
参
加
し
た
。
講
師

に
作
家
の
ア
ル
テ
イ
シ
ア
さ

が
対
戦
し
た
。

　

１
回
表
、京
交
が
一
死
１
・

２
塁
か
ら
４
番
バ
ッ
タ
ー
が

セ
ン
タ
ー
前
に
先
制
の
タ
イ

ム
リ
ー
ヒ
ッ
ト
を
放
つ
。
１

回
裏
福
知
山
は
、一
死
２
・
３

塁
の
チ
ャ
ン
ス
を
作
る
も
無

得
点
。京
交
は
３
回
表
、ヒ
ッ

ト
と
エ
ラ
ー
で
チ
ャ
ン
ス
を

作
り
、
サ
ー
ド
ゴ
ロ
の
間
に

１
点
を
追
加
。
さ
ら
に
５
番

バ
ッ
タ
ー
の
セ
ン
タ
ー
前
ヒ

ッ
ト
で
追
加
点
を
あ
げ
、
３

‐
０
と
し
た
。
福
知
山
も
四

死
球
な
ど
で
ラ
ン
ナ
ー
を
出

す
も
の
の
打
線
が
つ
な
が
ら

な
か
っ
た
。
京
交
の
先
発
・

前
崎
投
手
は
福
知
山
打
線
を

ん
を
迎
え
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
知

ら
な
き
ゃ
ヤ
バ
い
時
代
が
や

っ
て
き
た
」
と
題
し
た
講
演

を
聞
い
た
。
就
職
氷
河
期
世

代
の
講
師
は
、「
大
学
卒
業

後
に
就
職
し
た
会
社
で
は
、

セ
ク
ハ
ラ
や
女
性
に
対
す
る

差
別
発
言
が
当
た
り
前
の
よ

う
に
繰
り
返
さ
れ
て
い
た
。

今
は
当
時
と
比
べ
て
か
な
り

改
善
さ
れ
た
と
い
っ
て
も
、

２
０
２
３
年
の
日
本
の
ジ
ェ

ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
指
数
は
世

界
１
４
６
カ
国
中
１
２
５
位

と
最
低
レ
ベ
ル
。
と
く
に
政

治
分
野
で
の
女
性
参
画
率
が

低
い
」
と
話
し
た
。
女
性
差

別
や
セ
ク
ハ
ラ
を
な
く
し
て

い
く
た
め
に
は
、「
被
害
に

２
安
打
に
抑
え
完
封
勝
利
。

　

京
交
が
初
優
勝
を
果
た

し
、
８
月
１９
日
か
ら
大
阪
市

舞
洲
な
ど
で
開
催
さ
れ
る
地

連
大
会
へ
の
出
場
を
決
め
た
。

　

京
交
の
矢
野
監
督
は
「
選

手
の
頑
張
り
で
何
と
か
初
優

勝
を
は
た
す
こ
と
が
で
き
た
。

地
連
大
会
は
１
戦
１
戦
を
大

事
に
楽
し
く
試
合
を
し
た

い
」と
意
気
込
み
を
話
し
た
。

あ
う
女
性
が
訴
え
て
も
改
善

し
に
く
い
。男
性
同
士
で『
そ

れ
は
セ
ク
ハ
ラ
で
す
よ
』
と

指
摘
す
る
方
が
何
倍
も
効
果

的
だ
」
と
訴
え
た
。

　

ま
た
、
社
会
に
お
け
る
男

性
の
生
き
づ
ら
さ
に
触
れ
、

「
男
性
の
集
団
の
中
で
は
、

場
の
空
気
を
乱
し
て
は
い
け

な
い
と
い
う
雰
囲
気
が
あ

り
、
時
に
は
自
分
の
考
え
や

思
い
と
反
す
る
言
動
や
行
動

を
と
っ
て
し
ま
い
、
そ
れ
が

他
人
へ
の
い
じ
り
や
か
ら
か

い
に
繋
が
る
。
本
音
を
言
い

合
え
る
関
係
性
を
築
く
こ

　

ピ
ー
ス
ア
ク
シ
ョ
ン
２
０

２
４
復
帰
５２
年
５
・
１５
平
和

行
進
に
参
加
し
た
。
１
９
７

２
年
５
月
１５
日
に
沖
縄
が
日

本
に
復
帰
し
て
５２
年
と
な

る
。
こ
の
平
和
行
進
は
、
沖

縄
が
日
本
に
復
帰
し
た
６
年

後
の
１
９
７
８
年
に
始
ま
っ

た
。
復
帰
で
願
っ
た
「
基
地

の
な
い
島
」
は
実
現
せ
ず
、

復
帰
後
も
米
軍
人
・
軍
属
に

よ
る
事
件
・
事
故
が
相
次
い

だ
こ
と
な
ど
か
ら
、
復
帰
の

内
実
を
問
い
、
平
和
を
訴
え

る
も
の
と
し
て
毎
年
行
わ
れ

て
い
る
。
今
回
の
平
和
行
進

は
、
全
国
か
ら
２
０
０
０
人

超
が
参
加
し
、
昨
年
よ
り
も

と
、
自
分
も
他
人
も
傷
つ
け

な
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
大
切
だ
」
と
述
べ
た
。

　

最
後
は
、
講
師
と
参
加
者

で
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
他

者
と
会
話
す
る
際
に
「
夫
」

を
「
旦
那
、
主
人
」、「
妻
」

を
「
嫁
、
奥
さ
ん
」
な
ど
偏

っ
た
表
現
で
は
な
い
を
し
て

し
ま
っ
て
い
る
が
、
フ
ラ
ッ

ト
な
表
現
は
な
い
か
と
い
う

質
問
に
、
講
師
か
ら
は
「
か

し
こ
ま
っ
た
場
で
は
『
お
連

れ
合
い
』
や
『
パ
ー
ト
ナ
ー
』

と
表
現
す
れ
ば
良
い
の
で

は
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
っ

た
。

　

普
段
当
た
り
前
の
よ
う
に

使
っ
て
い
る
言
葉
や
振
る
舞

い
が
、
他
人
を
傷
つ
け
て
い

な
い
か
。
あ
ら
た
め
て
考
え

て
み
よ
う
。

大
規
模
な
行
進
と
な
っ
た
。

　

５
月
１７
日
（
金
）
に
那
覇

市
に
て
「
結
団
式
」
を
行
い
、

１８
日
（
土
）
に
「
普
天
間
基

地
包
囲
コ
ー
ス
」
で
行
進
を

実
施
し
た
。
結
団
式
の
基
調

講
演
で
は
、
平
和
フ
ォ
ー
ラ

ム
顧
問
の
藤
本
泰
成
氏
が
、

沖
縄
戦
か
ら
今
日
に
至
る
ま

で
の
沖
縄
の
現
状
を
語
っ

た
。
日
本
に
お
け
る
米
軍
専

　

府
本
部
は
５
月
２５
日
、
京

都
テ
ル
サ
で
、「
今
さ
ら
聞

け
な
い
四
役
っ
て
何
？
学
習

会
」
を
開
催
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、「
単

組
で
新
し
く
書
記
長
に
な
っ

た
が
、
一
体
何
を
し
た
ら
よ

用
施
設
の
約
７４
％
が
、
沖
縄

県
に
存
在
し
て
い
る
こ
と

や
、
米
軍
基
地
に
お
け
る
民

有
地
が
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て

い
る
現
状
を
訴
え
た
。「
国

の
黒
い
部
分
は
沖
縄
に
集
約

さ
れ
て
い
る
」
と
の
怒
り
の

訴
え
も
あ
り
、
米
軍
基
地
の

撤
去
へ
の
思
い
を
参
加
者
た

ち
に
伝
播
さ
せ
た
。

　

そ
の
思
い
を
胸
に
翌
日
に

臨
ん
だ
行
進
は
、「
基
地
の

な
い
沖
縄
を
」
と
書
か
れ
た

い
か
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う

悩
み
に
応
え
る
形
で
設
定
。

単
組
の
四
役
や
若
手
役
員
を

中
心
に
７
単
組
１９
人
が
参
加

し
た
。

　

森
本
副
委
員
長
に
よ
る
主

催
者
あ
い
さ
つ
の
後
、
増
永

書
記
長
か
ら
府
本
部
提
起
を

お
こ
な
っ
た
。
提
起
で
は
、

組
合
役
員
の
心
が
け
や
執
行

委
員
会
の
開
催
、
要
求
・
交

渉
の
ポ
イ
ン
ト
等
に
触
れ
、

み
ん
な
で
組
合
活
動
を
盛
り

上
げ
、
仲
間
を
助
け
、
よ
り

よ
い
職
場
環
境
を
つ
く
ろ
う

と
ま
と
め
た
。

　

そ
の
後
、
単
組
の
事
例
報

告
と
し
て
、
国
保
労
組
の
廣

は
ち
ま
き
を
巻
き
、
宜
野
湾

市
役
所
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。

普
天
間
飛
行
場
を
囲
う
よ
う

に
北
ウ
イ
ン
グ
と
南
ウ
イ
ン

グ
に
分
か
れ
、
合
わ
せ
て
約

１５
キ
ロ
の
道
の
り
を
歩
い

た
。
普
天
間
飛
行
場
の
土
地

の
広
大
さ
、
オ
ス
プ
レ
イ
が

飛
行
し
て
い
る
現
状
や
、
行

進
中
に
手
を
振
っ
て
応
援
い

た
だ
い
た
方
々
の
思
い
な

ど
、
沖
縄
の
現
状
を
肌
で
感

じ
な
が
ら
行
進
す
る
こ
と

で
、
平
和
と
い
う
も
の
に
つ

い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

　

行
進
を
終
え
た
後
、
宜
野

湾
市
立
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、「
復

帰
５２
年
５
・
１５
平
和
と
く
ら

し
を
守
る
県
民
大
会
」
が
開

か
れ
、
玉
城
デ
ニ
ー
沖
縄
県

知
事
を
来
賓
に
迎
え
、
平
和

行
進
団
の
報
告
や
が
ん
ば
ろ

う
三
唱
で
幕
を
閉
じ
た
。

（
京
田
辺
市
職
・
竹
内
翔
真
）

澤
青
年
部
長
、
八
幡
市
職
労

の
宿
利
書
記
長
よ
り
そ
れ
ぞ

れ
の
単
組
に
お
け
る
四
役
の

役
割
分
担
、活
動
内
容
、課
題

に
つ
い
て
報
告
を
受
け
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
な
ん
と

な
く
だ
っ
た
こ
と
が
言
語
化

さ
れ
、
自
単
組
に
当
て
は
め

る
こ
と
が
で
き
た
」
と
の
感

想
を
聞
い
た
。

単組名 1 2 3 4 5 6 7 R
京 交 労 組 1 ０ 2 0 0 ０ ０ 3

福知山市職連 ０ ０ ０ ０ ０ 0 0 0男女がともに担う学習会

ジェンダー

青
年
部
が
沖
縄
で
平
和
行
進

京
交
が
初
の
地
連
切
符

府
本
部
ス
ポ
ー
ツ
大
会 

軟
式
野
球
の
部

沖
縄
の
現
状
を
肌
で
感
じ
る

沖
縄
の
現
状
を
肌
で
感
じ
る

四
役
っ
て
何
す
る
の
？

四
役
っ
て
何
す
る
の
？

学
習
会

知
ら
な
い
と
ヤ
バ
イ
時
代

自治労きょうと 2 0 2 4 年 7月1日 （第三種郵便物認可） 第 8 8 0 号（ 2 ）　


